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秋田県立大学実験圃場のハウス内にステンレス製水路(1.0 m×0.4 m×0.4 m、排水口は高






キュライトの充填厚を 0.4m とした区 (処






図 1 BGF 水路の外観 
た。供給水および地下水は定量ポンプで 14.4L/day となるように水路に供給した。処理区
1,2,4 には、FXM, KKD という 2 系統のヤナギ各 2 本/区を植栽した。栽培期間は 6 月 24 日




排水 1~4 および供給水、地下水を約 1 週間おきに採水後、低温室にて保存し、NH4-N,NO3-
N,NO2-N, 溶存無機窒素(NH4-N,NO3-N,NO2-N の合計)、PO4-P 濃度ならびに 1,4-ジオキ
サン濃度の測定に供した。 
NH4-N、NO3-N、NO2-N、PO4-P 濃度は、試料を 10 倍に希釈し、QuAAtro-2HR(BL-
TEC)を用いて比色分析した。1,4-ジオキサン濃度の測定は、試料をミネラルウォーターで




図 2 に処理区・系統別の樹高を示した。図 3 は処理区・系統別の新鮮重量である。処理区
2 と 4 の KKD が樹高・新鮮重量ともに顕著に大きく、とくに地下部の生育が良好であった。
逆に処理区 1 では、他の処理区よりも生育が悪かった。これは夏季の生育の盛んな時期に、
処理区 1 が送風機から最も離れていたために高温障害を生じた可能性と、地下水に N, P を








図 3 処理区ごとの新鮮重量 図 2 処理区、種類別の樹高 
3.2 栄養塩の動態(NH4-N、NO3+NO2-N、NO2-N、PO4-P の測定) 
   















































































































図４ a)NH4-N、b)NO3 -N、c)NO2-N、d)DIN の測定結果





















































の浄化が活発に行えたと思われた。また、処理区 2, 4 の FXM と KKD では KKD のほうが、生
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